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第第第 222777 回回回原原原状状状回回回復復復対対対策策策協協協議議議会会会（（（111222 月月月 111555 日日日開開開催催催）））ののの協協協議議議結結結果果果にににつつついいいててて   

１．原因者・排出事業者への責任追及について 

 不法投棄実行者や排出事業者への責任追及について、これまでの取組み状況を説明しまし

た。県境不法投棄現場の廃棄物の排出事業者の調査対象は約１万２千社であり、岩手・青森両

県で分担して調査しています。平成１９年１１月現在で、措置命令（廃棄物処理法に違反した

出事業者が撤去を命ぜられるもの）により２５社、自主撤去（排出者が自主的に撤去を行うも

の）により２１社が、あわせて９，４００トン（岩手県側現場の廃棄物推定総量の３．７％）

の廃棄物を撤去し、又は撤去を申し出ています。 

 なお、排出事業者などによる自主撤去が増加し、代執行作業に支障を来たす懸念があること

から、今後は撤去命令に代えて行政代執行による撤去に要した費用を金銭の納付で求めること

とします。 

２．平成１９年度事業の実施状況等について 

 ① １１月末までに県は廃棄物３１，０７８トンを撤去しました。現在掘削している現場北

側（B地区）の廃棄物の塩素濃度が徐々に高くなっているため、今後は塩素濃度が低いと

思われる現場北東部（D地区）を掘削し、両地区の廃棄物を混合して搬出することも視野

に入れた掘削計画を検討していきます。 

 ② 県境汚染地下水処理先のセメント工場で、設備増強に伴う一時的な受け入れ停止があっ

たことから、１１月１２日から１４日の３日間、青森県の浸出水処理施設で県境地下水の

処理を行ないました。 

３．汚染土壌対策の進捗について 

 汚染土壌対策について、今年度から平成２１年度までの３ヵ年で施工します。なお、汚染土

壌及び地下水の浄化作業については平成２４年度まで継続して行ないます。 

４．環境モニタリング結果について 

 １０月３日に行われた水質モニタリング調査において、周辺の沢や河川のすべての地点で有

害物質による汚染は確認されませんでした。 

県境廃棄物搬出車両の路外逸脱事故について 

１２月３日（月）午前９時３０分頃、二戸市浄法寺町字安戸地内（桧ノ

木公民館付近）で、廃棄物運搬車両が路外に逸脱する事故がありました。

原因は対向車とのすれ違いの際に道路脇に寄ったところ、降雪によりス

リップしたものです。なお、廃棄物の漏出及びけが人はありませんでし

た。脱輪箇所の路肩は補修し、ポールを立てて路肩を識別しやすくする

とともに、事故内容について運搬各社に通知し、注意を促しました。 

廃廃棄棄物物のの撤撤去去状状況況ににつついいてて（（平平成成 1199 年年 1122 月月末末現現在在））  

  

岩 手 県 側 の 推 定 総 量

256,800 トン※のうち、48％

（累積撤去量 122,623ｔ）

を撤去しました。 

 

※撤去作業の進捗に伴い、廃棄物の推定総量が２５６，８００トンになる見込みです。 

 なお、平成２４年度撤去完了のスケジュールに変更はありません。 


